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はそれぞれ folk song，Sherlock Holmesで，発音は［fouk］，［houmz］と二重母音になっている。
つまり，「フォー」「ホー」と長音表記するのではなく，「フォゥク・ソング」，「シャーロック・ホゥ





















に関して次のような記述をしている 5） ： 
 [Acoustic cues to the semivowel consonants] The semivowels are often subdivided into two 
classes: glides (/w, j/) and liquids (/r, l/). ...the sounds bear a strong relationship to vowels ... 











できる 6） 。 
 　この現象は lについても観察され，H. Reetz & A. Jongmanは上記の分析をさらに確実なものに
するために，もともと［ e］の入っていないableと同様の現象だと追加説明をしている 7） ： 
 ... as in  able － the [bl] is the second syllable of the word. 
 ［bl］の音節主音的子音［l］が母音の機能を果たし，一つの音節を構成している。このように英
語 little，bottleなどの語末の lはsyllabic consonantと同時に，dark lとも言われ通常［ɫ］と音声表
記される 8） 。Ⅰで述べたように，聴覚的には「リトゥ」「ボトゥ」が原音に近いと思われる。 
 　音声学的には，［l］は「有声歯茎側面接近音」voiced alveolar lateral approximant，［ɫ］は軟口
蓋化した（「暗い」）「有声歯茎側面接近音」と厳密に定義されるのだが，J. Clark & C. Yallopは英
語のいわゆる‘clear l’と対立するこの‘dark l’の特徴を次のように記述している 9） ： 
 ... a ‘clear l’, as opposed to the ‘dark l’ with the body of the tongue lower and further back, as for 
an [u] vowel. 





























の広い地域では［u］と母音化していると言われている。例えば，A. P. Hutchinson & J. Lloydは， 
‘brazilian variants’ としてPortugal（英語Portugal），papel（英語paper），funil（英語 funnel）を例
示して“l final position＝diphthongs au, eu, iu”と述べているように，明確に lを母音の［u］と認
識していると考えられる 12） 。 
 Ⅳ　通時的変化 




















と対応している。ゲルマン祖語の形は ＊ kald-であるので，オランダ語は音韻史的に l → uという
通時的変化を被ったことになる。l［l］ → l［u］という音声変化の現象が起こり，それが綴りに
影響を及ぼしたのであろうという予測が立つ。 
 　これと同様の例として下記のような語がある（ouの発音は全て［ cu］）： 




 　オ　stout：ド　stolt，デ　stolt，ア　stoltur（英　proud） 15） 
 　オ　woud：ド　Wald，英　wolt，ア　völlur（デ　skov） 16） 
 　オ　zout：ド　Salz，英　salt，デ　salt，ア　salt 
 　このオランダ語の他言語との相違に関してM. J. van der Wal and Aad Quakは以下のように説明
している 17） ： 
 The Old Dutch cluster /ol/ ＋dental (from earlier /ol/, /ul/ and /al/ ＋dental) diphthongized to /ou/ 
＋dental.  Hence we find Middle Dutch  gout ,  schout ,  wout but Middle High German (and Modern 
German)  Gold ,  Schuld ,  Wald ‘gold, guilt, forest’. 
 このように，/ol（←ol, ul, al）/＋歯音という音連続の環境で母音の後の lがdark l（velarized l）
となり  18） ，さらに二重母音化し最終的にはその発音が綴りに影響を与え，正書法を変更させるに



























 　O. J. L. Szemerényiは，再構された印欧祖語の音韻体系を以下のように非常に明確に提示して
いる 23） ： 
 1．子音 













 　印欧語比較言語学においては，鼻音nasal（m, n）と流音 liquid（l, r）は常に同じように扱われ
ている。それは，これら4つの子音は，他の子音とは異なり母音の性格を持ち得るからである。
上述したように，その中に lが含まれている。フランスの印欧語比較言語学者Antoine Meilletは，
この母音的ソナントについて以下のように説明を加えている 25） ： 
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 [Sonanates voyelles] Placées entre deux consonnes ou à l’initiale devant une consonne ou en fin 















文字 　l  l  l → 　　u
発音  ［l］ → ［u］に近い → ［u］
（1） ラ　altus 　　ポ　alto フ（h）aut27）
（2） ラ　salvare 　　ポ　salvar フ　sauver
















 ラ dulcis→ ol［dolce］→【lの母音化】→ ou［douce］→【uの脱落】→ o［ポ doce］ 
 というプロセスを想定することができる。 













 共時的 ポ　escola　～　ポ　abril  発音レベルの交替
  ［l］ ～　 ［u］ 
 　この図からわかることは，音声学的に全く同一の現象が 
 1．同一言語内で通時的に発生した（kold → koud） 

















ラテン語，フランス語の例：kold → koud，salvare → sauver）。何百年，あるいはそれ以上の
時間を必要とする通時的変化が日々われわれの目の前で発生していると言ってもいいのかもしれ








 　通時的　zolt → zout 






あるが，よく見ると tと dの違いであって，これらは両方とも歯音 dentalの破裂音で無声と有声


















的言語変化を現在実際に経験している 31） 。 
 【Denne artikel skal blive dediceret til Prof. Katsumasa Shimizu, som har haft stor indflydelse på 
min undersøgelse af de nordiske sprog (især islandsk) siden jeg studerede sprogvidenskab under 
Prof. Tatsuo Nishida og Prof. K. Shimizu underviste mig i fonetik ved Institut for Lingvistik på Kyoto 
Universitet.】 
 注 
 1） 他に，語末が -ollで終わるdroll，poll，toll，trollのような語も全て［ou］と二重母音化している。 
 2） 本稿では，主に南米ブラジルで話されているポルトガル語を扱う。 
 3） 母音間における無声音の有声化は日本語にも見られる：te「手」＋kami「紙」→ te-gami。英語は，
Brazilのように発音をそのまま文字化している。 
 4） 最近，K. Árnasonはアイスランド語 lの軟口蓋化について以下のように分析している（ The Phonology of 
Icelandic .... p. 110）： 
  ... this lateral may be velarized in forms like  belgdi [pɛɫtI] ‘inflated’ and  sigldi [sIɫtI] ‘sailed.’ 
 5） “Acoustic Cues...” p. 196. 











 7）  Phonetics . p. 42. 
 8） H. Reetz & A. Jongman.  Phonetics . p. 42: 
 [velarization]... the alveolar lateral approximant /l/ has two allophones, light l and dark l.  Light (or clear) l is 
produced with the tip of the tongue against the alveolar ridge and a relatively low tongue body.  In general, 
/l/ is light when preceding a front vowel, as in  leaf [lif].  For a dark l, the tongue tip rests near the lower 
incisors and the back of the tongue is raised towards the velum, which is why this allophone is also known 
as ‘velarized l.’ Generally, postvocalic /l/ is dark.  The diacritic [～], placed in the middle of the symbol, 
indicates vealrization: [ɫ]. 
 9）  An Introduction to Phonetics...  p. 65. 
 10） （2）［ɫ］の条件を「語末」と説明される場合もあるが，これは明らかに誤りである。 
 E. S. Osborne et al.  Colloquial Portuguese...  p. 4.: 
   l This is pronounced as in  look :  mala (suitcase).  At the end of a word it sounds fainter, like  ow in  cow : 
 natal (Christmas). 




 11） cal-mo，Ro-nal-doと音節に分けることができる。Ronaldo（男子名）の語頭の r-は母音が後続する時［x］
という発音になる。 
 12）  Portuguese . p. 163. 
 13） baldは「すぐに」の意味，ただし原義は“kühn”「大胆な」。 
 14） デンマーク語，アイスランド語は別系統の語を使用：dristig，djarfur． 
 15） 英語は別系統の語を使用：proud． 
 16） デンマーク語は別系統の語を使用：skov． 
 17） “Old and Middle Continental...” p. 74. 
 18） “Generally, postvocalic /l/ is dark.”（H. Reetz & A. Jongman.  Phonetics . p. 42）という音声学的な指摘がある。 
 19） W. Harbertは　でオランダ語史の時代区分について以下のように説明している（ The  Germanic Languages . 
p. 17）： 
 　 Chronologically, DU (＝Dutch) is divided into Old DU (to 1150), of which only scant records exist, Middle 
DU, from 1150 to 1500, which is represented by a very substantial original literature, and Modern DU, 
since 1500. 
 20） 語頭は［k］と［?］で対応。フランス語では母音 aの前で［k］→［?］という通時的変化を起こした：
cantare→ chanter。この対応はフランス語特有で，他のイタリック語派の言語はラテン語の［k］をその
まま維持している：イタリア語 cantare，スペイン語 cantar，ポルトガル語 cantar。 
 21）sauveは saufの女性形。 
 22）É. Bourciez.  Éléments de linguistique romane . p. 308. 
 Dans  l ＋ consonne,  l s’est vocalisé en  u et a formé diphtongue avec la voyelle précédente, ... （具体例として
ラテン語 alba，フランス語 aube「聖職者の白い長衣」の対応例を挙げている） 
 23）  Einführung... ．p. 64. 
 24） 閉鎖音Verschlußlauteはさらに以下のように分類できる：唇音　Labiale，歯音　Dentale，硬口蓋音　
Palatale，軟口蓋音　Velare，唇軟口蓋音　Labiovelare。 
 25）  Introduction ... p. 118. . 
 26）  Introduction ... p. 119. lのみについてその記述をここに掲げる： 






された。J. Angladeは次のように説明している（ Grammaire élémentaire de l’ancien français . p. 37）： 
  ... ou influencés par des mots germaniques:  altum >  aut et, sous l’influence de l’allemand  hoch ,  haut . 
 ちなみに，他のゲルマン語も全てhが語頭に来ている：デ語　høj，ア語　hár，オ語　hoog，英語　high。 
 28） É. Bourciez.  Éléments de linguistique romane . p. 173. 
 ... le portugais et le catalan ont en réalité un  l vélaire.  Ailleurs, il s’est définitivement vocalisé en  u. 
 29） 英語は，thで有声音（though）と無声音（think）の両方を表し得るが，アイスランド語は英語の無声音［θ］
と有声音［ð］を文字の上で区別している：þとð。しかし，中世においては，英語のようにþが［θ］と［ð］
の両方の音を表していた（E. V. Gordon.  Introduction . p. 268）: 
流音 l について
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 21.  þ in the oldest Icelandic manuscripts was used both for the voiceless sound of  th in English  thin and the 
voiced sound in  then .  About 1225  ð was introduced, and gradually  þ came to be used only initially, and  ð in 
other positions.  þ then represented only the voiceless sound, while  ð , except when following a voiceless 
consonant (rare, as  ð then usually became  t ) was voiced, as in  faðir ,  við . 





 　white shirts→ワイシャツ 
 　Américanア メ リケン→メリケン（粉） 
















 31） 生物学で言う「個体発生（共時）は系統発生（通時）を繰り返す」が言語にも当てはまる。 
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